














<はじめに>

 平成 6 年度報告においては、病院臨床で出会う「望まない妊娠ではあったが、現在子育

て中」の 3症例の母子関係について、母親の生育歴の聴取、PBI(母親自身が自分の父親・

母親から養育された過去を想起して評価するもの)、日本版 I Feel Picture (J-IFP)など

を実施した結果を報告し、育児上の困難さと介入・援助について検討した。

 今年度は、自分が「望まない妊娠」で生まれたことが精神的外傷体験となって神経症症

状を呈している症例と、 「予定しない妊娠」で年子(多くの症例が M.マーラーの再接近

期:1 歳 2 ヶ月～24 ヶ月間に次子が生まれている)となって、思春期・青年期となってから

母子間係の大きな問題が出現してきた症例について検討した。

 また Y大学病院で出産した母親の出産前後の抑うつと不安について、 「望まない妊娠」

との関係について検討した。


